
報　　　告

婦人科腫瘍委員会
第 52 回治療年報

2004 年に治療した子宮頸癌，子宮体癌，卵巣悪性・境界悪性腫瘍の 5 年治療成績について

　婦人科腫瘍委員会の第 52 回治療年報（2004 年治療開始例）の報告をいたします．
　なお，第 49 回治療年報より，従来の直接法最小生存率 * による方法から Kaplan-Meier 法に変更しまし
た．追跡不能症例（Lost to follow-up）が多いと治療成績の信頼性が低下するため，予後追跡報告で追跡不
能症例が 20％ を超える施設のデータは治療成績の解析には用いないこととしています．予後解析に使用さ
れた施設は，施設名の左に○がつけてあります．
　加盟機関の先生方のご苦労に感謝申し上げ，また婦人科腫瘍委員会の全委員に御礼申し上げます．今後
とも何卒よろしくお願い申し上げます．

婦人科腫瘍委員会

委員長　青木　陽一

子宮頸癌治療成績
　Table A 5 年後の治療転帰
　Table 1～8 項目別成績
　Figure 1～10 予後 5 年生存率

子宮体癌治療成績
　Table A 5 年後の治療転帰
　Table 1～8 項目別成績
　Figure 1～10 予後 5 年生存率

卵巣悪性腫瘍治療成績
　Table A 5 年後の治療転帰
　Table 1～6 項目別成績
　Figure 1～9 予後 5 年生存率

卵巣境界悪性腫瘍治療成績
　Table A 5 年後の治療転帰
　Table 1～6 項目別成績

＊ 最小生存率：直接法とは観察開始時点から一定の年限を経過した症例について生存者数を観察対象者数で割った値である．
この場合，消息不明例の取扱いによって 3 種類の生存率が計算される．すなわち，消息不明例をすべて死亡とみなして計算
する最小生存率，すべて生存とみなして計算する最大生存率，消息不明例を対象から除外して計算する推定（概算）生存率の
3 種類である．

（日本癌治療学会・癌規約総論，金原出版，1991 より抜粋）

本報告に関するお問い合わせは婦人科腫瘍委員会宛にお願い致します．
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Figure 4.

Pr >
Chi-Square

Log-rank 35.8727 3 <.0001
Wilcoxon 39.6906 3 <.0001
‐2Log (LR) 34.2683 3 <.0001

FIGO Stage FIGO Stage Raw Tukey-Kramer
IIIA IIIB 2.4042 0.1210 0.4072
IIIA IIIC 2.7081 0.0998 0.3530
IIIA IV 29.3255 <.0001 <.0001
IIIB IIIC 0.2500 0.6171 0.9591
IIIB IV 31.6224 <.0001 <.0001
IIIC IV 17.3686 <.0001 0.0002

Strata Comparison
Chi-Square

p-Values

Test of Equality over Strata

Test Chi-Square DF

Adjustment for Multiple Comparisons for the Log-rank Test
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